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(57)【要約】
【課題】電子内視鏡の撮影した画像の一部拡大画像の位
置を容易に変更する。
【解決手段】内視鏡プロセッサはタッチパネル入力ユニ
ットを有する。拡大画像をモニタに表示するときに、タ
ッチパネルモニタにズーム調整コマンド入力画像４０を
表示する。ズーム調整コマンド入力画像４０には、拡大
位置表示図４１、ズーム調整ボタン４２ｔ、４２ｗ、拡
大倍率４３の表示を含む。モニタに拡大して表示する一
部の領域の外枠４４を拡大位置表示図４１に表示する。
拡大位置表示図４１上を押下するとき押下位置を検出す
る。拡大して表示する対象領域の位置を押下位置に基づ
いて変更する。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電子内視鏡が撮像した画像の全体像の一部の領域である対象領域を拡大してモニタに表
示させる内視鏡プロセッサであって、
　タッチパネルモニタと、
　前記タッチパネルモニタにおいて入力の行われた位置である入力位置を検出する検出部
と、
　前記タッチパネルモニタに、前記全体像における前記対象領域の位置を示す対象領域位
置画像を表示させるタッチパネル画像作成部と、
　前記タッチパネルモニタに前記対象領域位置画像を表示させているときに前記検出部に
より検出される前記入力位置に基づいて、前記対象領域の位置を変更する位置変更部とを
備える
　ことを特徴とする内視鏡プロセッサ。
【請求項２】
　前記タッチパネル画像作成部は、前記位置変更部が前記対象領域の位置を変更するとき
に、変更された前記対象領域の位置に基づいて前記対象領域位置画像を更新することを特
徴とする請求項１に記載の内視鏡プロセッサ。
【請求項３】
　前記タッチパネル画像作成部は、前記対象領域位置画像とともに拡大倍率を変更するた
めのコマンド入力画像を前記タッチパネルモニタに表示させ、
　前記検出部により検出された前記入力位置が前記タッチパネルモニタに表示される前記
コマンド入力画像の位置と重なる場合に、前記対象領域の拡大倍率を変更する
　ことを特徴とする請求項１または請求項２に記載の内視鏡プロセッサ。
【請求項４】
　前記タッチパネルモニタには前記全体像が表示され、前記対象領域位置画像は前記全体
像に前記対象領域の位置が示された画像であることを特徴とする請求項１～請求項３のい
ずれか１項に記載の内視鏡プロセッサ。
【請求項５】
　前記位置変更部は、前記入力位置を前記対象領域の中心とするように、前記対象領域の
位置を変更することを特徴とする請求項１～請求項４のいずれか１項に記載の内視鏡プロ
セッサ。
【請求項６】
　前記位置変更部による前記対象領域の位置の変更は、前記対象領域の拡大倍率に応じて
定められる広さの許容領域の内部に限定されることを特徴とする請求項１～請求項５のい
ずれか１項に記載の内視鏡プロセッサ。
【請求項７】
　被写体像を撮像する電子内視鏡と、
　前記電子内視鏡が撮像した画像の全体像の一部の領域である対象領域を拡大させる内視
鏡プロセッサであって、タッチパネルモニタと、前記タッチパネルにおいて入力された位
置である入力位置を検出する検出部と、前記タッチパネルモニタに前記全体像における前
記対象領域の位置を示す位置画像を表示させる前記タッチパネル画像作成部と、前記表示
部に前記位置画像を表示させているときに前記検出部により検出される前記入力位置に基
づいて、前記対象領域の位置を変更する位置変更部とを有する内視鏡プロセッサと、
　前記対象領域が拡大されて表示されるモニタとを備える
　ことを特徴とする内視鏡システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、電子内視鏡の撮影した画像の一部を拡大して表示させる内視鏡プロセッサお
よび内視鏡システムに関する。
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【背景技術】
【０００２】
　電子内視鏡により撮像された画像の一部を拡大して表示すること、拡大する位置をコマ
ンド入力により変更すること、および一部の拡大図とともに全体における拡大した部位の
位置を表示することが提案されている（特許文献１参照）。
【０００３】
　拡大する位置の変更はキーボードへの操作入力により行われるが、モニタ上に表示され
る拡大した部位の図を見ながらキーボードの操作入力を行なうことが求められていた。そ
れゆえ、内視鏡システム全体の操作が煩雑化するため、より簡易に位置変更を行なえるこ
とが求められていた。
【特許文献１】特開２００１－１３７１８３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　したがって、本発明では電子内視鏡の撮像した画像の一部を拡大して表示するための信
号処理を行い、また拡大して表示する位置を容易に変更させる内視鏡プロセッサの提供を
目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明の内視鏡プロセッサは、電子内視鏡が撮像した画像の全体像の一部の領域である
対象領域を拡大してモニタに表示させる内視鏡プロセッサであって、タッチパネルモニタ
と、タッチパネルモニタにおいて入力の行われた位置である入力位置を検出する検出部と
、タッチパネルモニタに全体像における対象領域の位置を示す対象領域位置画像を表示さ
せるタッチパネル画像作成部と、タッチパネルモニタに対象領域位置画像を表示させてい
るときに検出部により検出される入力位置に基づいて対象領域の位置を変更する位置変更
部とを備えることを特徴としている。
【０００６】
　なお、タッチパネル画像作成部は、位置変更部が対象領域の位置を変更するときに変更
された対象領域の位置に基づいて対象領域位置画像を更新することが好ましい。
【０００７】
　また、タッチパネル画像作成部は対象領域位置画像とともに拡大倍率を変更するための
コマンド入力画像をタッチパネルモニタに表示させ、検出部により検出された入力位置が
タッチパネルモニタに表示されるコマンド入力画像の位置と重なる場合に対象領域の拡大
倍率を変更することが好ましい。
【０００８】
　また、タッチパネルモニタには全体像が表示され、対象領域位置画像は全体像に対象領
域の位置が示された画像であることが好ましい。
【０００９】
　位置変更部は入力位置を対象領域の中心とするように対象領域の位置を変更することが
好ましい。
【００１０】
　位置変更部による対象領域の位置の変更は、対象領域の拡大倍率に応じて定められる広
さの許容領域の内部に限定されることが好ましい。
【００１１】
　本発明の内視鏡システムは、被写体像を撮像する電子内視鏡と、電子内視鏡が撮像した
画像の全体像の一部の領域である対象領域を拡大させる内視鏡プロセッサであってタッチ
パネルモニタとタッチパネルにおいて入力された位置である入力位置を検出する検出部と
タッチパネルモニタに全体像における対象領域の位置を示す位置画像を表示させる表示画
像作成部と表示部に位置画像を表示させているときに検出部により検出される入力位置に
基づいて対象領域の位置を変更する位置変更部とを有する内視鏡プロセッサと、対象領域
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が拡大されて表示されるモニタとを備えることを特徴としている。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明によれば、モニタを見ること無く、タッチパネルモニタのみを見ながら拡大して
表示する画像の位置を変更することが可能になる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１３】
　以下、本発明の実施形態について図面を参照して説明する。
　図１は、本発明の一実施形態を適用した内視鏡プロセッサを有する内視鏡システムの外
観図である。
【００１４】
　内視鏡システム１０は、電子内視鏡３０、内視鏡プロセッサ２０、およびモニタ１１に
よって構成される。電子内視鏡３０は、コネクタ３０ｃを介して内視鏡プロセッサ２０に
接続される。モニタ１１もコネクタ（図示せず）を介して内視鏡プロセッサ２０に接続さ
れる。
【００１５】
　電子内視鏡３０の挿入管３０ｉの先端近辺の被写体（図示せず）には、挿入管３０ｉの
先端に設けられる光源ユニット（図１において図示せず）から照明光が照射される。照明
光が照射された被写体は、挿入管３０ｉの先端に設けられるＣＣＤ等の撮像素子（図１に
おいて図示せず）により撮像される。
【００１６】
　撮像された画像は画像信号として内視鏡プロセッサ２０に送信される。内視鏡プロセッ
サ２０に送信された画像信号は所定の処理が行われた後、モニタ１１に出力され、そこで
被写体像が表示される。
【００１７】
　次に、電子内視鏡３０および内視鏡プロセッサ２０の内部構成について図２を用いて説
明する。図２は、電子内視鏡３０および内視鏡プロセッサ２０の内部構成を概略的に示す
ブロック図である。
【００１８】
　電子内視鏡３０には、ライトガイド３３、撮像素子３４、マイコン３５、ＥＥＰＲＯＭ
（ＥＬＥＣＴＲＩＣＡＬＬＹ　ＥＲＡＳＡＢＬＥ　ＰＲＯＧＲＡＭＭＡＢＬＥ　ＲＯＭ）
３６、第１の信号処理回路３７などが設けられる。
【００１９】
　ライトガイド３３は、コネクタ３０ｃから挿入管３０ｉの先端まで延ばされる。ライト
ガイド３３のコネクタ３０ｃ側の入射端に入射する照明光がライトガイト３３の出射端ま
で伝達される。ライトガイド３３の出射端から出射する光が、配光レンズ３８を介して挿
入管３０ｉ先端付近に照射される。
【００２０】
　照明光が照射された被写体の反射光が、対物レンズ３９により撮像素子３４の受光面に
結像する。受光面に結像した光学像に応じた画像信号が撮像素子３４により生成される。
画像信号は、コネクタ３０ｃに設けられる第１の信号処理回路３７に送られる。
【００２１】
　第１の信号処理回路３７において、画像信号に所定の信号処理が施される。信号処理の
施された画像信号は、内視鏡プロセッサ２０に送られる。なお、第１の信号処理回路３７
における所定の信号処理や、撮像素子３４の駆動を含む電子内視鏡３０において実行され
る動作および処理は、マイコン３５によって制御される。これらの動作などの制御のため
に必要なデータは、ＥＥＰＲＯＭ３６に記憶される。
【００２２】
　内視鏡プロセッサ２０には、光源ユニット２１、システムコントローラ２２、第２の信
号処理回路２３、拡大処理回路２４、およびタッチパネル入力ユニット２５などが設けら
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れる。
【００２３】
　電子内視鏡３０と内視鏡プロセッサ２０とを接続すると、ライトガイド３３と光源ユニ
ット２１とが光学的に接続される。電子内視鏡３０による被写体の撮影時には、光源ユニ
ット２１から出射する光が照明光としてライトガイド３３の入射端に入射される。
【００２４】
　また、電子内視鏡３０と内視鏡プロセッサ２０とを接続すると、第１の信号処理回路３
７と第２の信号処理回路２３とが電気的に接続される。第１の信号処理回路３７から送ら
れる画像信号は第２の信号処理回路２３に入力される。入力された画像信号に対して、第
２の信号処理回路２３においてさらに所定の信号処理が施される。
【００２５】
　画像信号は、第２の信号処理回路２３から拡大処理回路２４に送られる。後述するよう
に、内視鏡システム１０によって撮像した画像の一部を拡大表示することが可能である。
拡大表示時には、拡大処理回路２４において画像信号の一部の成分に対して拡大処理が施
される。拡大処理の施された画像信号は、モニタ１１に送られる。なお、拡大表示を行な
わない場合、拡大処理を行うこと無く画像信号がモニタ１１に送られる。
【００２６】
　光源ユニット２１の駆動、第２の信号処理回路２３における信号処理、拡大処理回路２
４における拡大処理はシステムコントローラ２２により制御される。システムコントロー
ラ２２は、キーボード１２、タッチパネル入力ユニット２５へのコマンド入力に応じて、
各部位の制御を行なう。
【００２７】
　タッチパネル入力ユニット２５は、タッチパネルモニタ２６、入力位置検出部２７、タ
ッチパネル制御部２８により形成される。
【００２８】
　なお、タッチパネルモニタ２６は、内視鏡プロセッサ２０の前面に設けられる（図１参
照）。タッチパネルモニタ２６には、内視鏡システム１０の様々な機能を実行させるため
のコマンド入力画面が表示される。コマンド入力画面上に表示される機能ボタンなどに使
用者が触れることにより、内視鏡システム１０による各種機能の実行が開始される。
【００２９】
　タッチパネル制御部２８により、目的に応じたコマンド入力画像が作成される。コマン
ド入力画像はシステムコントローラ２２による制御および第２の信号処理回路２３から送
られるデータに基づいて作成される。
【００３０】
　入力位置検出部２７により、タッチパネルモニタ２６上において使用者が押下した位置
である押下位置が検出される。検出された位置が位置信号としてタッチパネル制御部２８
に送られる。タッチパネル制御部２８は、表示しているコマンド入力画像と検出された押
下位置とに基づいたコマンド入力信号を生成し、システムコントローラ２２に送信する。
【００３１】
　次に、内視鏡システム２０における拡大表示について説明する。通常の観察時には、撮
像素子３４の有効画素領域（実画像領域）で受光する光学像の全体像がモニタ１１に表示
される。一方、拡大表示時には、撮像素子３４の有効画素領域で受光する光学像の対象領
域が拡大されてモニタ１１に表示される。
【００３２】
　通常画像表示と拡大画像表示の切替は、電子内視鏡３０に設けられるズーム調整レバー
（図示せず）、またはタッチパネル入力ユニット２５へのコマンド入力により実行される
。
【００３３】
　通常の画像観察時にタッチパネルモニタ２６には、光源ユニット２１のＯＮ／ＯＦＦの
切替ボタン、輝度の調整ボタン、カラーバランス調整ボタン、メニュー切替ボタンなどを
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含む基本コマンド入力画像が表示される。
【００３４】
　メニュー切替ボタンを押下することにより、様々な機能を実行させるための機能ボタン
を含むメニューコマンド入力画像が表示される。メニューコマンド入力画像には、拡大表
示開始ボタンが表示される。拡大表示開始ボタンを押下するときに、図３に示すようにズ
ーム調整コマンド入力画像４０がタッチパネルモニタ２６に表示される。
【００３５】
　ズーム調整コマンド入力画像は、拡大位置表示図４１、ズーム調整ボタン４２ｔ、４２
ｗ、および拡大倍率４３の画像によって形成される。図４に示すようにズーム調整コマン
ド入力画像４０に対して拡大位置表示領域４５、ズームボタン領域４６ｔ、４６ｗ、およ
び拡大倍率設定領域４７がタッチパネルモニタ２６上の座標として定められる。拡大位置
表示図４１、ズーム調整ボタン４２ｔ、４２ｗ、および拡大倍率４３は、それぞれ拡大位
置表示領域４５、ズームボタン領域４６ｔ、４６ｗ、および拡大倍率設定領域４７に表示
される。
【００３６】
　拡大位置表示図４１は撮像素子３４の有効画素領域が受光する実画像の全体に対する対
象領域の位置を示す図であって、取出す対象領域の外枠４４を実画像の上に表示すること
によって形成される。なお、タッチパネル制御部２８には、第２の信号処理回路２３から
画像信号が送られており、画像信号に基づいて拡大位置表示図４１に含める実体像が作成
される。
【００３７】
　したがって、拡大位置表示図４１において表示される実画像に対して、拡大表示の対象
とされる対象領域の位置および大きさが視認可能となる。また、後述するように、拡大位
置表示領域４５内の任意の領域を押下することにより、モニタ１１に拡大表示させる対象
領域の位置が変更可能である。
【００３８】
　ズーム調整ボタン４２ｔ、４２ｗは、Ｔｅｌｅボタン４２ｔとＷｉｄｅボタン４２ｗと
によって形成される。
【００３９】
　Ｔｅｌｅボタン４２ｔが表示されるズームボタン領域である拡大ズームボタン領域４６
ｔを押下することにより、所定時間間隔で倍率を０．１倍ずつ拡大させる連続ズーム拡大
動作が開始される。再度拡大ズームボタン領域４６ｔを押下すると、連続ズーム拡大動作
が停止する。また、拡大倍率が上限値に達したときに、再度拡大ズームボタン領域４６ｔ
を押下せずとも、連続ズーム拡大動作は自動的に停止する。
【００４０】
　Ｗｉｄｅボタン４２ｗが表示されるズームボタン領域である縮小ズームボタン領域４６
ｗを押下することにより、所定時間間隔で倍率を０．１倍ずつ下げさせる連続ズーム縮小
動作が開始される。再度縮小ズームボタン領域４６ｗを押下すると、連続ズーム縮小動作
が停止する。また、拡大倍率が下限値に達した場合、再度縮小ズームボタン領域４６ｗを
押下せずとも、連続ズーム縮小動作は自動的に停止する。
【００４１】
　電子内視鏡３０の操作部３１には、複数のスコープボタン３２が設けられる。それぞれ
のスコープボタン３２には、様々な機能が割り当てられる。なお、それぞれのスコープボ
タン３２の機能は、メニューコマンド入力画像からスコープボタン機能割当てメニュー画
像におけるコマンド入力により割当て可能である。
【００４２】
　内視鏡プロセッサ２０の使用中に、ズーム機能を割当てたスコープボタン３２を押下す
ると、設定された倍率で拡大表示が行なわれる。再度そのスコープボタン３２を押下する
と、拡大表示が解除される。なお、拡大倍率の設定は、拡大倍率４３が表示される拡大倍
率設定領域４７へのコマンド入力により設定することが可能である。



(7) JP 2008-99874 A 2008.5.1

10

20

30

40

50

【００４３】
　ズーム調整コマンド入力画像４０を表示中に、タッチパネルモニタ２６のいずれかの領
域が使用者により押下されるときに、押下位置がズームコマンド入力画像４０の何処の領
域に対応する位置であるかがタッチパネル制御部２８により判別される。
【００４４】
　押下位置がズームボタン領域４６ｔ、４６ｗであるときには、ズーム調整信号がシステ
ムコントローラ２２に送られる。システムコントローラ２２ではズーム調整信号に基づい
て、拡大画像の拡大倍率が算出される。拡大倍率に相当する倍率信号がシステムコントロ
ーラ２２から拡大処理回路２４に送られる。拡大処理回路２４では、全体像の一部を倍率
信号に相当する拡大倍率で拡大した拡大画像が画像信号から作成される。
【００４５】
　また、倍率信号はタッチパネル制御部２８にも送られる。タッチパネル制御部２８では
、倍率信号に基づいて、拡大位置表示図４１内における対象領域（対象領域）の外枠４４
の大きさが変えられる。なお、外枠４４の中心の初期位置は拡大位置表示図４１の中心、
すなわち拡大位置表示領域４５の中心と重ねられる。
【００４６】
　押下位置が拡大位置表示領域４５内であるときには、さらに押下位置が拡大位置表示領
域４５内の許容領域４８内に含まれるか否かの判別が行なわれる。なお、許容領域４８と
は、後述するように拡大倍率により定められる領域であって、対象領域を拡大位置表示領
域４５の中に収めるために使用される領域である。
【００４７】
　本実施形態では、拡大位置表示領域４５の左上、右上、右下、左下の４隅に外枠４４を
配置したときの外枠４４の中心点Ｐ１、Ｐ２、Ｐ３、Ｐ４を頂点座標とする矩形の領域が
許容領域４８に定められる。なお、図５に示すように、押下位置は、拡大位置表示領域４
５を縦横４８×６４個に分割した単位領域のいずれかの領域の中から検出される。
【００４８】
　押下位置が許容領域４８内に含まれる場合は、タッチパネル制御部２８において、外枠
４４の中心と押下位置とが重なるように、拡大位置表示図４１が更新される。したがって
、拡大位置表示図４１において、外枠４４が移動する。一方、押下位置が許容領域４５内
に含まれない場合は、許容領域４５内の単位領域の中で押下位置に最も近い単位領域が押
下位置にみなされ、みなし押下位置を新たな押下位置として拡大位置表示図４１が更新さ
れる。
【００４９】
　外枠４４を移動させるときに、移動した外枠４１の位置が変更位置信号としてタッチパ
ネル制御部２８からシステムコントローラ２２を介して拡大処理回路２４に送られる。
【００５０】
　拡大処理回路２４では、変更位置信号に基づいて押下位置を中心とした拡大画像が作成
される。なお、押下位置が全体像の外縁近くであるときには押下位置を中心とする拡大画
像が表示できない。そこで、設定される拡大倍率において、押下位置を中心とする拡大画
像が表示可能となる押下位置の範囲が許容領域４８として定められる。
【００５１】
　次に内視鏡プロセッサ２０により行なわれる観察画像表示のための処理について、図６
のフローチャートを用いて説明する。観察画像表示のための処理は内視鏡プロセッサ２０
の電源をＯＮにして、画像観察のための動作モードに切替えることにより開始される。ま
た、観察画像表示のための処理は、内視鏡プロセッサ２０の電源をＯＦＦにするか、動作
モードを画像観察以外の動作モードに切替えられるときに終了する。
【００５２】
　ステップＳ１００において、拡大処理を行うこと無く画像信号をモニタ１１に送ること
により、通常画像をモニタ１１に表示させる。ステップＳ１０１において、通常画像表示
から拡大画像表示への切替があるか否かの判別が行なわれる。
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【００５３】
　拡大画像表示への切替がない場合は、拡大画像表示への切替が行われるまでステップＳ
１０１を繰返し、通常画像の表示が続けられる。拡大画像表示への切替がある場合には、
ステップＳ１０２に進む。
【００５４】
　ステップＳ１０２では、設定された拡大倍率および対象領域の位置に基づいて画像信号
に対して拡大処理を行い、モニタ１１に拡大画像を表示させる。また、タッチパネルモニ
タ２６にズーム調整コマンド入力画像を表示させる。
【００５５】
　ズーム調整コマンド入力画像４０における拡大位置表示図４１は、設定された拡大倍率
および対象領域の位置に基づいて作成される。なお、初期状態において、拡大倍率および
対象領域の位置は、例えば、１．５倍および通常画像の中心に設定される。また、初期状
態における拡大倍率および対象領域の位置は、使用者により変更可能である。
【００５６】
　次のステップＳ１０３では、押下位置の検出が行なわれているか否かが判別される。押
下位置の検出が行なわれない、すなわち、タッチパネルモニタ２６上を使用者が触れてい
ない場合にはステップＳ１０３が繰返される。押下位置の検出が行われるときには、ステ
ップＳ１０４に進む。
【００５７】
　ステップＳ１０４では、押下位置がズームボタン領域４６ｔ、４６ｗと重なるか否かが
判別される。押下位置がズームボタン領域４６ｔ、４６ｗと重なる場合には、ステップＳ
１０５に進む。
【００５８】
　ステップＳ１０５では、拡大倍率が算出され、以後の拡大画像の拡大倍率として設定さ
れる。拡大倍率の設定が終わるとステップＳ１０２に戻り、前述のように設定した拡大倍
率で拡大画像を表示させ、設定した拡大倍率で拡大位置表示図４１における外枠４４の大
きさが変更される。
【００５９】
　ステップＳ１０４で、押下位置がズームボタン領域４６ｔ、４６ｗに重ならない場合に
は、ステップＳ１０６に進む。ステップＳ１０６では、押下位置が拡大位置表示図４１内
の許容領域４５内であるか否かが判別される。
【００６０】
　押下位置が許容領域４５内である場合は、ステップＳ１０９に進む。ステップＳ１０９
において、押下位置が現在の対象領域の中心位置から変化しているか否かが判別される。
押下位置が変化していない場合は、ステップＳ１０３に戻り、位置を変えること無く拡大
画像の表示を継続する。
【００６１】
　ステップＳ１０９において押下位置が対象領域の中心位置から変化している場合には、
ステップＳ１０８に進む。ステップＳ１１０では、検出した押下位置が新たな対象領域の
中心位置として設定される。
【００６２】
　設定後、ステップＳ１０２に戻り、前述のように設定した中心位置の拡大画像を表示さ
せ、設定した中心位置となるように外枠４４の位置が変えられた拡大位置表示図４１が表
示される。
【００６３】
　ステップＳ１０６において押下位置が許容領域４８の外である場合には、ステップＳ１
０９に進む。ステップＳ１０９では、押下位置が拡大位置表示領域４５内であるか否かが
判別される。
【００６４】
　押下位置が拡大位置表示領域４５内である場合は、ステップＳ１１０に進む。ステップ
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Ｓ１１０において、許容領域４８内であって押下位置に最も近い単位領域がみなしの押下
位置として決定される。みなし押下位置を決定すると、ステップＳ１０７に進む。みなし
押下位置を実際の押下位置としてステップＳ１０７以降の処理が実行される。
【００６５】
　ステップＳ１０９において押下位置が拡大位置表示領域４５外である場合は、ステップ
Ｓ１１１に進む。ステップＳ１１１では、拡大画像表示から通常画像表示への切替がある
か否かの判別が行なわれる。切替がある場合には、ステップＳ１００に戻る。切替がない
場合には、ステップＳ１０３に戻る。
【００６６】
　以上のような本実施形態の内視鏡プロセッサ２０によれば、タッチパネルモニタ２６に
表示される通常画像の全体像を見ながら、タッチパネルモニタ２６上で操作入力を行なう
ことにより通常画像における拡大表示させる対象領域の位置を変更することが可能になる
。したがって、モニタ１１を見ること無く、拡大倍率を視覚的に容易に把握できるととも
に、容易に対称領域の位置の変更が可能なので使用者の操作性の向上を図ることが可能で
ある。
【００６７】
　なお、本実施形態において、拡大位置表示図４１には撮像素子３４が受光する画像の実
画像が表示されるが、実画像は表示されなくてもよい。全体像に対する対象領域の位置が
分かるだけでも、操作性の向上を図ることは可能である。もちろん半実施形態のように実
画像を見ながら位置の変更を出来る方が操作性は格段に向上する。
【００６８】
　また、本実施形態において、ズーム調整コマンド入力画像４０には、ズーム調整ボタン
４２ｔ、４２ｗおよび拡大倍率が表示されるが、両者とも表示されなくてもよい。表示さ
れなくても、対象領域の位置変更を容易に行うことは可能である。
【００６９】
　また、本実施形態において、タッチパネルモニタ２６への入力操作はタッチパネルモニ
タ２６の押下であるが、タッチパネルモニタ２６への接触や指示などの操作入力行為であ
ってもよい。タッチパネルには静電容量方式、光学方式、超音波方式、抵抗膜方式などの
多様な方式があるが、それぞれの方式に応じた操作入力行為が行われればよい。
【図面の簡単な説明】
【００７０】
【図１】本発明の一実施形態を適用した内視鏡プロセッサを有する内視鏡システムの外観
図である。
【図２】電子内視鏡および内視鏡プロセッサの内部構成を概略的に示すブロック図である
。
【図３】ズーム調整コマンド入力画像の模式図である。
【図４】タッチパネルモニタにおける拡大表示領域、ズームボタン領域、拡大倍率設定領
域、および許容領域を示す模式図である。
【図５】拡大位置表示領域における押下位置の検出領域を示す模式図である。
【図６】観察画像の表示のために行なわれる処理を示すフローチャートである。
【符号の説明】
【００７１】
　１０　内視鏡システム
　１１　モニタ
　２０　内視鏡プロセッサ
　２３　第２の信号処理回路
　２４　拡大処理回路
　２５　タッチパネル入力ユニット
　２６　タッチパネルモニタ
　２７　入力位置検出部
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　２８　タッチパネル制御部
　３０　電子内視鏡
　３４　撮像素子
　４０　ズーム調整コマンド入力画像
　４１　拡大位置表示図
　４２ｔ、４２ｗ　ズーム調整ボタン（Ｔｅｌｅボタン、Ｗｉｄｅボタン）
　４４　外枠
　４５　拡大位置表示領域

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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